
 

          

一
四
〇
名
の
大
学
生
が
昼
食
を
と
り
、
桜
を
楽
し
め
ま

し
た
。
四
月
の
利
用
者
【
二
五
日
ま
で
】
一
六
三
五
名
、

見
学
者
は
神
奈
川･

東
京･

埼
玉
等
か
ら
、
記
録
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
、
四
五
二
名
で
春
と
建
物
を
見
学
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。 

絹
の
素
晴
ら
し
さ 

 

今
月
は
、
目
か
ら
う
ろ
こ 

の
着
物
・
羽
織
リ
メ
イ
ク
の 

二
種
類
の
講
座
で
寝
て
い
る 

絹
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
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絹
の
着
物
か
ら
、
襟
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
解
く
だ
け
で
、
丈
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ポ
ケ
ッ
ト
の
位
置
ま
で

た
く
し
あ
げ
、
そ
の
ま

ま
コ
ー
ト
に
仕
上
げ
ま

す
。
初
心
者
向
け
講
座 

  
 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
月
の
講
座 

 

 

申
込
み
は
社
会
教
育
館 

（
６
２-

２
０
３
３
）
へ 

詳
し
く
は
、
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

入
口⇒

 

＊
目
か
ら
う
ろ
こ
の
着
物
リ
メ
イ
ク
体
験
講
座 

 

 
 
 
 
 

絹
の
着
物
を
簡
単
リ
メ
イ
ク
で
フ
ー
ド
付
き 

 
 
 
 

コ
ー
ト
を
作
る
。 

＊
絹
の
ヒ
ナ
作
り
体
験
講
座 

 
 
 
 
 

絹
を
使
っ
て
五
月
人
形
を
作
る
。 

＊
ち
り
め
ん
ビ
ナ
作
り
体
験
講
座 

古
い
ち
り
め
ん
を
使
っ
て
ひ
な
を
作
る
。 

＊
裂
き
布
ぞ
う
り
作
り
体
験
講
座 

木
綿
の
布
を
裂
き
、 

ぞ
う
り
を
作
る
。
→ 

 

 
 

四
月
の
ぞ
う
り
作
品 

＊
草
木
染
め
体
験
講
座 

玉
ネ
ギ
の
皮
を
煮
出
し 

鉄
媒
染
で
絹
を
染
め
る
。 

 

＊
一
閑
張
り
体
験
講
座 

三
本
の
紙
製
の
筒
に
和
紙
を
貼
り
、
書 

 
 

や
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
乾
燥
さ
せ
て 

柿
渋
を
塗
っ
て
作
品
を
仕
上
げ
る
。 

＊
本
場
エ
ビ
入
り
水
餃
子
作
り
体
験
講
座 

 

 
 
 

エ
ビ
入
り
水
餃
子
・
に
ん
に
く
の
芽
と 

 
 
 

イ
カ
の
炒
め
・
杏
仁
豆
腐
・
卵
ス
ー
プ
・ 

ゴ
マ
団
子
の
五
品 

富岡市社会教育館 

連絡先６２－２０３３ 

平成２２年 ４月 

8 年 ２月 

富岡製糸場をユネスコ世界遺産に！ 

『絹つながり』応援で絹を使う講座を毎月入れます。 

 

羽
織
リ
メ
イ
ク 

⇒
 

つるで編むオブジェ体験

講座！社会教育館の講座

のテーマは「癒しと元気」

で、自立がモットーです。

基本を学び、後は自身で

楽しんだり、友達に作品

をあげたり、教えたり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草木染め体験講座 

玉ねぎの鉄ばいせん 

大がま２台皮６キロを使

って。試行を繰り返した

り染料館で聞いたりした

結果、深い色が出ました。 

 

異
常
気
象
の
せ
い
で
し

ょ
う
か
、
四
月
三
日
の
観

桜
会
や
四
日
の
駅
か
ら
ハ

イ
ク
に
は
満
開
を
過
ぎ
る

予
想
で
し
た
が
、
本
館
の

桜
は
十
日
が
満
開
で
し

た
。
こ
の
日
は
東
京
か
ら

の
見
学
者
が
バ
ス
三
台
、 

  

桜
・
さ
く
ら
・
今
年
は
長
く
楽
し
め
ま
し
た
。 

一
閑
張
・
柿
渋 

エ
コ
講
座
の
一
つ

で
す
。
業
務
用
の

ラ
ッ
プ
の
芯
を
利

用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ 

 

藍
は
種
ま
き
か
ら 生の葉で、絹を染め  

陶
芸
・
五
月
び
な
作
り 


